



















両作品の台詞を老若男女関わらず全て抜き出し、 それらをデータ化した。なお、入力する際『乙女の港』は旧仮名文字づかいから新仮名づかいに直した。両作 発話に対して、中村桃子氏の『 「女ことば」はつくられる』 、本田和子氏の『女学生 系譜―彩色される明治』で紹介されている「てよ」 「だわ」 「のよ」 「ですわ」 「ますわ」 「 すね 「ますね」 「で
































用が認められた。先行研究で女学生ことばとする語の使用回数（その語による文末を含む台詞）をまとめた表一から明らかなように、 「てよ」 「だわ」 「のよ」 「ですわ」 「ますわ」 「ですの」 「ます 」 「ことよ」は、発話者がほぼ女学生である。中には他者による使用も見 れたが、その割合を見てみると非常に少ない値を示していることから、これらは女学生こ
とばと見ても良い。　
一方「ですよ」は各作品で他女学生が一度使用したことが確認できる




おしゃれを楽しむ「軟派」の陽子は比較的「てよ」を使用 て るが、 「個人主義」の牧子は、 ほとんど使用が見られず、 勉強熱心で真面目な「硬派」の一枝に関しては一切使用していない。それに比べ 『乙女の港』で主要な女学生全員が「てよ」を使用している。特 軟派」寄り 克子、「硬派」寄りの洋子の出現割合は八％近くなっている。　「だわ」は各作品とも皆使用していた。表二での割合を見てみると『わすれなぐさ』の陽子・一枝は二％、牧子に関しては一％を切っている。それに対し『乙女 港』では主要な女学生全員が二％以上 り、三千子に関しては四％に達している。なお、 と三千子を較べると、牧子は一％ 満たないのに対し、三千子は四％の出現割合であり、少し差が見られる。　「のよ」は両作品において主要な三人の女学生全員が使用しており、特に「硬派」である一枝・洋子の「 よ」の出現割合が高くなっている。また「軟派」寄り 「積極的」な陽子・克子も、 「硬派」 二人に及ば
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ないながらも、 出現割合は一割を超えている。どちらにも属さない牧子、中立している三千子の「のよ」の出現割合は「硬派」 「軟派」よりもぐんと低くなっている。ただし、三千子の場合、女学生ことばの中で「のよ」の出現割合が、彼女の台詞の中最も高くなっている。　「ますわ」 に関しては、 両作品の主要な女学生全員の使用が見られたが、特に『わすれなぐさ』の陽子の使用が目立っている。陽子と同じ「軟派」寄りの克子も、出現割合は低 『乙女 港』の主要な女学生の中では一番高い割合である。　また、 「ですの」の主な使用者は、両作品とも「軟派」 「硬派」のどち






表三に注目しながら、全体的な使用状況を見てみる。　『わすれなぐさ』では、陽子は三四％、一枝は三〇％と全体の三割以上を女学生ことば独特の語尾で埋めている。陽子と一枝は 「軟派」 と 「硬派」の相反するグループに属しているが、互いに出現割合が高いことがわかる。陽子・一枝 比べ、 「軟派」 「硬派」に属さない「個人主義者」である主人公の牧子の女学生ことばの出現割合は二一％と、他の二人より一〇％以上下回っている。この結果は明 かにキャラクターによる差がでていることを表している。　『乙女の港』でも、 「硬派」寄りの洋子、 「軟派」寄りの克子が共に二六％の出現割合であり、女学生ことばの使用が目立っ 中立している三千子は 八 と出現割合がぐっと下がっており、 『わすれぐさ』と同じような傾向が見られた。　中村桃子氏は、 明治二一年に書かれた三宅花圃の『藪の鶯』で、 「てよ」
「だわ」 「のよ」といった女学生ことばは「軽薄な女子学生」が使っており、 「規範的女子学生」つまり今回 言う「硬派」に近い は使用していなかったことを示しているが、今回の調査で、明治から昭和初期にかけ 女学生による 学生ことばの使用が増えており むしろ「規範的女学生」に近い 硬派」の女 ことばの使用 目立ってき ことがわかった。　
三千子の出現割合が、他の二人に比べ下がるのは、三千子がまだ女学








「てよ」 「だわ」 「のよ」 「ですわ」 「ますわ」 「ですの」 「ますの」 「ことよ」 は、表一で示されているように女学生達 回数 多いこ から、昭和初期の女学生ことばとして認められる。しかしながら「ですよ」 「ですね」「ますね」 ますよ」に関しては、中には女学生の使用が認められるものの、男性を含む他の人物の発言が目立つため、昭和初期の女学生こ ばとしては認められなかった。　
また今回の調査は、女学生ことばの文末に立つ諸形式と、その発話者
のキャラクターの関連 見出すことを目的として掲げ 。結果と て個々 語の使用状況でも、全体的な出現割合でも、女学生ことばの文末詞とその発話者のキャラクターの関連が見られた。　
特に個々の語では、表二から「だわ」の様にキャラクターに関係なく
女学生が好んで使用する文末形式、 「ますわ」といった「軟派」が好む文末形式、 「のよ」 「こ よ」といった「軟派」 「硬派」が好む文末形式、 「ですの」 「ますの」といった中立している女学生が好む文末形式、 「ですわ」といった「軟派」と中立している女学生が好む文末形式と、キャラクターによって積極的に使用する語とそうでない語 傾向が れた。 「てよ」に関しては両作品の間 傾向の違 が見られたが、それ以外の語はキャラクターによって上記 様な が見られた。　
全体的な出現割合に関しても、各作品で「軟派」寄りである陽子・克
子、 「硬派」寄りである一枝・洋子の女学生こ ばの出現割合が全体の
三割近くなっているのに対し、 「軟派」 「硬派」に属さない中立的な牧子と三千子は二割程度となっており と中立する女学生の間に約一割の差が見られた。ここから、 女学生の中でも特 「軟派」 「硬派」が女学生ことばをより好んで使用 ていることがわかった。　
先行研究では、 「硬派」に近い「規範的女子学生」は女学生ことばを
使用しない事が言及されていたが、本稿 調査ではむしろ「硬派」の女学生ことばの積極的な使用が見られ、先行研究との差異が見られた。この究明を今後の課題としたい。調査資料
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表一　女学生ことば（先行研究に基づく認定）使用回数
表二　各小説主要三人の女学生ことば（本稿で認定する）の出現割合
注　使用回数とは、その語による文末を含む台詞数。
表三　全体の女学生ことば（本稿で認定する）の使用回数・出現割合
